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フォトニック結晶レーザ(PCSEL)は，デバイスの内部，活性層の近傍に周期的な屈折率分布をもつフ

ォトニック結晶(PC)構造を形成し，2次元共振器として利用する半導体レーザである. 大面積でコヒーレン

ト発振が可能という特長を有する．さらに， PC構造の設計により，様々な形状や偏光状態を持つビーム

が出射可能であることも大きな特長として挙げられる．現在までに面内形状（格子点形状や格子配列）の

設計によって, 直線偏光で単峰形状のビームや, ドーナツ形状のビームの出射などを実現してきた1,2)．

ここで，PC構造の立体的な形状に着目すれば，任意の電界成分に位相差をつけることが出来，さらに新

奇なビームの実現が期待できる．前回は，螺旋状のPC構造を用いることで, 円（楕円）偏光ビームを出射

出来ることを, 3次元結合波理論3)による解析を用いて示した．今回は，さらに,作製方法をも考慮し（例え

ば，斜めエッチング4)等を用いて），同ビームを出射可能な新たな立体構造を検討したので報告する．  

提案するPC構造を図1に示す．格子定数aは295 nm，格子点の空孔充填率は16％，孔深さは120 nm，

共振器の一辺の長さは200 μmとした．今回，格子点形状は同図(b)に示すような，正三角形の対称軸に

対して直交する方向に孔を傾けた形状を考える．傾ける量は下面と上面の孔位置のずれsで表す．本構

造においては，図1(c)に示すように高さ方向で回折される電界の向きが異なり，x偏光成分とy偏光成分

に位相差をつけることが出来ると考えられる．解析結果の一例としてs=0.3a とした構造から出射されるビ

ームの遠視野像を図2(a)，偏光特性を図2(b)に示す． 出射ビームは単峰で，あらゆる方向に強度をもち，

x軸を進相軸として1/4波長板を通過させた場合の出射ビームの偏光特性（図2(c)）は，u方向の直線偏光

となり，楕円率0.96の右回り楕円偏光が出射可能なことが分かる．一方，逆方向に傾けた場合は，出射ビ

ームは左回り楕円偏光となる．斜めシフト量sなど格子点形状の変化が楕円率に与える影響など詳細に

ついては当日報告する．本研究の一部は，文科省光拠点およびJST ACCELの支援を受けた． 
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